
─ 1 ─

　

遠
山
記
念
館
で
は
、「
釣
舟
花
生　

銘 

淀
屋
船
」（
図
１
、以
下
「
淀
屋
船
」

と
省
略
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。
銅
と
錫

の
合
金
で
あ
る
砂
張
を
用
い
た
鍛
造
の

器
で
、中
で
も
こ
の
種
の
舟
型
の
器
は
、

本
来
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
食
器
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。十
六
世
紀
頃
、

こ
う
し
た
砂
張
製
品
が
交
易
船
に
よ
っ

て
日
本
へ
と
持
ち
込
ま
れ
る
と
、
茶
人

は
鎖
と
花
配
り
を
付
け
、
床
脇
に
吊
っ

て
用
い
る
釣
花
入
と
し
て
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
「
松
本
舟
」（
泉
屋

博
古
館
蔵
）、「
針
屋
舟
」（
畠
山
記
念

館
蔵
）、「
淡
路
屋
舟
」（
野
村
美
術
館

蔵
）
を
合
せ
て
「
天
下
三
舟
」
と
呼
び
、

ま
た
「
茜
屋
舟
」「
艜
舟
」
を
加
え
て

「
天
下
五
舟
」
と
も
数
え
た
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
天
正
年
間
に
わ
び
茶
が
流
行
す

る
と
人
気
は
下
が
り
、『
山
上
宗
二
記
』

に
は
「
釣
舟
の
数
多
し
。
た
だ
し
当
世

は
い
か
が
か
。
主
遠
き
物
な
り
」
と
、

時
流
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

た
状
況
が
記
録
さ
れ
る
。し
か
し
近
世
・

近
代
を
通
じ
て
名
物
は
諸
方
に
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
「
淀
屋
船
」
も
そ
の

一
つ
と
な
る
。

　
「
淀
屋
船
」
の
造
型
を
見
る
と
、
胴

幅
を
広
く
と
っ
た
姿
形
は
堂
々
と
し
て

お
り
、
黒
味
を
帯
び
た
深
み
の
あ
る
地

金
の
色
も
美
し
い
。
先
述
の
五
舟
の
選

か
ら
は
漏
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら

に
劣
ら
な
い
優
れ
た
作
行
と
言
っ
て
良

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
名
称
に
は
、

江
戸
時
代
に
大
坂
の
豪
商
と
し
て
名
高
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図１「釣舟花生　銘　淀屋船」
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か
っ
た
淀
屋
の
名
を
冠
し
て
い
る
。
今

も
大
阪
市
の
「
淀
屋
橋
」
に
名
を
遺
す

豪
商
淀
屋
は
、
初
代
淀
屋
常
安
が
豊
臣

秀
吉
に
重
用
さ
れ
、
二
代
淀
屋
言
當
が

米
市
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
近
世
大
坂

経
済
の
繁
栄
を
方
向
付
け
た
と
さ
れ

る
。
淀
屋
の
隆
盛
は
井
原
西
鶴
『
日
本

永
代
蔵
』
に
も
謳
わ
れ
て
お
り
、『
元

正
間
記
』
に
は
邸
宅
の
天
井
を
ガ
ラ
ス

張
り
と
し
て
金
魚
を
泳
が
せ
た
と
い
う

逸
話
が
残
る
。
そ
し
て
つ
い
に
五
代
目

の
淀
屋
辰
五
郎
の
代
に
行
き
過
ぎ
た
奢

侈
を
咎
め
ら
れ
、
淀
屋
は
闕
所
処
分
と

な
っ
た
。
こ
の
時
に
没
収
さ
れ
た
財
産

に
つ
い
て
は
、
諸
方
に
記
録
が
残
り
、

黄
金
だ
け
で
十
二
万
両
あ
っ
た
な
ど
と

伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
淀
屋
が
闕
所

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
確
実
な
歴
史

史
料
は
少
な
く
、
後
世
つ
い
た
潤
色
も

多
い
。
残
念
な
が
ら
現
在
の「
淀
屋
船
」

の
付
属
品
を
見
て
も
、
淀
屋
旧
蔵
を
裏

付
け
る
資
料
は
付
い
て
い
な
い
。
淀
屋

に
は
複
数
の
分
家
も
あ
る
た
め
、
そ
の

一
族
の
い
ず
れ
か
が
所
持
し
て
い
た
も

の
と
、
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
実

質
的
に
、「
淀
屋
船
」
の
来
歴
に
つ
い

て
確
実
な
の
は
、
明
治
期
に
旧
小
浜
藩

主
の
酒
井
家
が
所
蔵
し
た
こ
と
だ
け
で

あ
っ
た
。
し
か
し
先
だ
っ
て
、『
大
正
名

器
鑑
』
の
「
坂
部
井
戸
」
の
項
目
に
、

次
の
証
書
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
発
見
し
た
。

今
般
淀
屋
と
二
品
、
金
千
五
百
両

に
而
當
家
に
右
商
人
よ
り
引
受
預

り
申
事
前
條
之
茶
碗
之
義
故
、
後

年
土
岐
家
に
て
受
出
度
被
申
候
事

有
之
候
は
ゞ
、
何
時
に
て
も
千
五

百
両
金
さ
え
被
差
越
候
は
ゞ
返
却

遣
す
積
の
心
得
に
て
可
居
事

こ
こ
か
ら
「
淀
屋
船
」
が
、
小
浜
酒
井

家
の
前
に
土
岐
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

周
知
の
と
お
り
、
土
岐
家
は
美
濃
源

氏
の
名
門
で
あ
る
。
そ
の
起
こ
り
は
平

安
時
代
中
期
に
源
頼
光
が
美
濃
守
と

な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
頼
光
の
孫

で
あ
る
源
国
房
は
美
濃
土
岐
郡
（
岐
阜

県
土
岐
市
周
辺
）
に
地
盤
を
築
い
て
い

く
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
土
岐
家
は

美
濃
国
の
守
護
大
名
と
な
っ
て
全
盛
期

を
迎
え
る
が
、
戦
国
時
代
に
家
中
の
混

乱
に
よ
り
弱
体
化
し
、
齋
藤
道
三
が
土

岐
頼
芸
を
追
放
す
る
事
で
失
墜
す
る
。

そ
の
後
、
土
岐
家
の
庶
流
で
あ
っ
た
明

智
定
政
が
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
り
、

小
田
原
征
伐
な
ど
の
軍
功
に
よ
っ
て
土

岐
家
の
再
興
が
許
さ
れ
た
。
定
政
か
ら

四
代
後
の
土
岐
頼
稔
は
幕
府
老
中
と
な

り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
上
野

国
沼
田
藩
（
群
馬
県
沼
田
市
）
へ
三
万

五
千
石
で
移
封
さ
れ
、
幕
末
ま
で
土
岐

家
が
同
地
を
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
土
岐
家

が
次
の
年
次
で
大
坂
城
代
を
務
め
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　

土
岐
頼よ
り
た
か殷

 

　
（
一
六
九
一
～
一
七
一
二
年
）

　
　

土
岐
頼よ
り
と
し稔

 

　
（
一
七
三
〇
～
一
七
三
四
年
）

先
述
の
淀
屋
辰
五
郎
の
闕
所
処
分
が
、

実
に
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
対
応
し
た
の
が

頼
殷
と
な
る
は
ず
で
、
こ
の
時
に
頼
殷

が
「
淀
屋
船
」
を
入
手
し
た
可
能
性
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
同
じ
く
土
岐
家
旧
蔵
で
あ
っ
た

「
坂
部
井
戸
」（
図
２
）
に
つ
い
て
も
、

豊
臣
秀
吉
が
坂
部
某
に
下
賜
し
た
と
い

う
伝
承
を
持
つ
、重
要
な
作
品
で
あ
る
。

『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
十
八
世

紀
初
頭
に
は
三
井
家
の
蔵
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
土
岐
頼
殷
が
大
坂
城
代
の

時
に
八
百
五
十
両
で
買
い
求
め
た
と
す

る
。
現
在
所
在
は
わ
か
っ
て
い
な
い
も

の
の
、『
大
正
名
器
鑑
』
に
は
次
の
よ

う
な
箱
書
付
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

高
圓
井
戸
當
家
之
重
器

　
　

永
々
可
爲
秘
藏
者
也

　
　
　

丁
酉

　
　
　
　

二
月
十
八
日　

頼
殷（
花
押
）

こ
の「
丁
酉
」は
享
保
二
年（
一
七
一
七
）

を
指
し
て
い
る
。
頼
殷
は
三
井
家
か
ら

「
坂
部
井
戸
」
を
買
い
取
っ
た
後
、
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
自
ら
箱
を
新
調
し
、

新
た
に
「
高
圓
井
戸
」
と
追
銘
を
付
け

て
書
付
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
頼
殷
は

「
坂
部
井
戸
」「
淀
屋
舟
」
と
、
か
な
り

高
額
の
茶
道
具
を
短
期
間
で
求
め
て
い

る
の
で
、
こ
の
時
期
に
茶
の
湯
に
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
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た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時

期
の
土
岐
家
の
茶
に
関
す
る
史
料
は
見

つ
か
ら
な
い
。
頼
殷
の
次
代
で
あ
る
土

岐
頼
稔
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、「
御

日
記
御
廻
状
書
抜
」（『
上
山
市
史
編
集

資
料
34
』
上
山
市
、
一
九
八
二
）
が
遺

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
茶
道
具
に
関
す

る
事
項
は
見
当
た
ら
な
い
。
蔵
帳
の
類

も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
他
に
土

岐
家
が
ど
の
よ
う
な
茶
道
具
を
所
蔵
し

て
い
た
の
か
も
不
明
で
あ

る
。

　

最
後
の
沼
田
藩
主
で
あ
っ

た
土
岐
頼
知
は
、
廃
藩
置
県

が
行
わ
れ
た
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
に
知
藩
事
の
任
を

解
か
れ
た
。
先
に
挙
げ
た
証

書
の
日
付
も
明
治
四
年
な
の

で
、
こ
の
前
後
に
頼
知
が

「
淀
屋
舟
」
と
「
坂
部
井
戸
」

を
質
入
れ
し
、
そ
れ
を
小
浜

藩
知
藩
事
で
あ
っ
た
酒
井
正

義
が
買
い
求
め
た
こ
と
に
な

る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二

三
）
六
月
に
行
わ
れ
た
小
浜

藩
酒
井
家
の
売
立
は
、「
国
司
茄
子
」（
藤

田
美
術
館
蔵
）、「
北
野
肩
衝
」（
三
井

記
念
美
術
館
蔵
）
と
大
名
物
の
茶
入
が

動
き
、
ま
た
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」

が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
海
外
流
出
し
た

こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

売
立
で
「
淀
屋
舟
」
は
二
万
五
一
七
八

円
と
い
う
金
額
で
落
札
さ
れ
、
榮
太
樓

店
主
で
宗
徧
流
時
習
軒
家
元
で
も
あ
っ

た
細
田
安
兵
衛
の
所
蔵
と
な
る
。
さ
ら

に
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
に

遠
山
元
一
へ
と
譲
渡
さ
れ
、
昭
和
四
十

五
年
に
遠
山
記
念
館
の
所
蔵
へ
と
移
管

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

理
事
会

　

令
和
三
年
度
第
一
回
理
事
会
が
七
月

四
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
て
行
わ
れ
た
。
理
事
十
四
名
が
出
席

し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
な

さ
れ
た
。

　

一
、
令
和
三
年
度
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

・
総
会
次
第

　
　
　

・
書
面
会
議
に
つ
い
て

　

二
、
令
和
三
年
度
大
会
に
つ
い
て

　

三
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

　

四
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

　

五
、
そ
の
他

　

第
一
議
題
で
は
、
令
和
三
年
度
総
会

提
出
資
料
に
つ
い
て
、　

令
和
三
年
度

総
会
次
第
に
沿
っ
て
、
第
一
議
案　

令

和
二
年
度
事
業
報
告
の
件
（
資
料
①

参
照
）、　

第
二
議
案　

令
和
二
年
度
決

算
の
件
（
資
料
②
参
照
）、
第
三
議
案　

令
和
三
年
度
事
業
計
画
の
件
（
資
料
③

参
照
）、
第
四
議
案　

令
和
三
年
度
予

算
の
件
（
資
料
④
参
照
）、
第
五
議
案　

役
員
選
出
の
件
（
資
料
⑤
参
照
）、
報

告
と
説
明
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
第
五
議
案
に
お
い
て
は
、
理

事
に
福
島
修
氏
（
東
京
国
立
博
物
館 

学
芸
員
）、幹
事
に
下
村
奈
穂
子
氏
（
根

津
美
術
館 

学
芸
員
）
が
推
薦
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

　

令
和
三
年
度
総
会
は
書
面
会
議
と

し
、
会
員
全
員
に
郵
送
し
、
返
信
ハ
ガ

キ
に
て
お
答
え
を
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
た
。（
議
案
の
資
料
①
～
⑤
は
令

和
三
年
七
月
十
六
日
付
に
て
郵
送
）

　

第
二
議
題
で
は
、
令
和
三
年
度
大
会

に
つ
い
て
、
六
月
六
日
（
日
）
に
予
定

し
て
い
た
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
会
員
の
多
く
の
参
加
機
会
と
安
全

を
得
る
べ
く
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
と
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

九
月
二
十
五
日
（
土
）
東
洋
英
和
女

学
院
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
を
お
借
り

図２「坂部井戸」（『大正名器鑑』より転載）
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し
て
、
発
表
者
・
ス
タ
ッ
フ
・
視
聴
希

望
者
合
わ
せ
て
五
十
人
以
下
の
参
加
者

に
よ
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
を
行
う
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
増
加
に
伴
う
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
の
場
合
に

よ
っ
て
は
、
完
全
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
と
す

る
こ
と
も
考
え
て
お
く
。

　

第
三
議
題
で
は
、
会
誌
・
会
報
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
、
会
誌
三
十
六
号
・

三
十
七
号
、
会
報
一
〇
九
号
～
一
一
二

号
が
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、チ
ラ
シ
に
つ
い
て
、

会
員
増
加
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
拡
散
お
よ

び
博
物
館
等
で
の
配
布
を
お
願
い
す

る
。
依
田
理
事
に
作
成
し
て
い
た
だ
い

た
チ
ラ
シ
を
た
た
き
台
に
議
論
が
な
さ

れ
、
改
善
点
を
踏
ま
え
、
修
正
し
た
チ

ラ
シ
を
次
回
理
事
会
に
て
提
案
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
五
議
題
で
は
、
会
報
や
封
筒
に
掲

載
し
て
い
る
茶
の
湯
文
化
学
会
の
ロ
ゴ

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
反
映
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

例
会

東
京
例
会

（
令
和
二
年
十
月
二
十
四
日
）

「
竹
川
竹
斎
『
川
船
の
記
』（
全
八

冊
、
射
和
文
庫
蔵
）
に
つ
い
て
」

岩
田
澄
子

　

玄
々
斎
（
裏
千
家
家
元
十
一
世
）
と

の
親
交
で
知
ら
れ
る
伊
勢
の
豪
商
が
記

し
た
茶
書
『
川
船
の
記
』。
こ
の
中
の

一
冊『
巻
五
』（
分
類
番
号
８
－
５
）は
、

全
一
三
三
頁
（
墨
付
五
九
丁
）
の
う
ち
、

大
半
（
一
四
～
一
三
三
頁
）
が
安
政
七

年
（
一
八
六
〇
）
に
起
き
た
桜
田
事
変

に
関
す
る
記
録
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　

改
め
て
『
川
船
の
記
』（
全
八
冊
）

を
確
認
す
る
と
、
各
冊
の
構
成
に
一
貫

性
が
な
く
、
二
冊
は
同
内
容
で
あ
る
。

問
題
の
一
冊
『
巻
五
』
は
、表
紙
に
『
川

船
の
記
』
が
茶
書
の
名
で
あ
る
こ
と
を

示
す
歌
と
と
も
に
、「
茶
通
・
唐
物
・

天
目
・
盆
点
、
秘
書
」
と
記
さ
れ
、
八

冊
の
中
で
最
も
目
立
つ
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
竹
斎
は
こ
れ
を
秘
伝
の
点
前
書

と
信
じ
こ
ま
せ
、
堂
々
と
記
録
を
隠
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
に
際
し
、『
巻
五
』
の
冒
頭

に
あ
る
唐
物
点
前
の
記
録
を
、
竹
斎
の

『
な
ゝ
そ
ひ
の
日
記
』（
茶
道
文
化
研
究

第
五
輯
、
二
〇
一
三
年
、
今
日
庵
文
庫
）

と
照
合
し
た
結
果
、
特
別
な
意
味
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
嘉
永
元
年
（
一

八
四
八
）
五
月
二
十
五
日
は
竹
斎
の
四

十
歳
の
誕
生
日
で
、
午
前
中
は
玄
々
斎

か
ら
唐
物
点
前
の
伝
授
を
受
け
、
午
後

は
茶
室
・
今
日
庵
で
、
竹
斎
が
亭
主
・

玄
々
斎
が
客
と
な
っ
た
茶
事
が
行
な
わ

れ
た
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

竹
斎
が
点
前
書
の
中
に
桜
田
事
変
の

記
録
を
隠
し
た
の
は
、
子
孫
の
身
の
安

全
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
井
伊
直
弼
は

公
式
に
は
事
件
後
も
生
き
て
い
る
こ
と

に
さ
れ
、
記
録
は
持
っ
て
い
る
だ
け
で

危
険
な
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
竹
斎
は

開
国
論
者
の
先
頭
に
立
ち
、
名
指
し
で

命
を
狙
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
巻
五
』
に
は
、
事
件
を
題
材
に
し

た
空
想
上
の
茶
会
記
も
含
ま
れ
る
。
釜

は
「
足
屋
切
合
」、
水
指
は
「
政
事
、

刃
傷
手
」、茶
は
「
後
む
つ
か
し
」
な
ど
、

懐
石
料
理
も
含
め
全
体
が
言
葉
遊
び
に

な
っ
て
い
る
。
事
件
と
茶
の
湯
の
知
識

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
茶
会
記
は
竹
斎

の
自
作
で
あ
ろ
う
。
茶
会
記
は
同
内
容

の
も
の
が
二
ヶ
所
に
記
さ
れ
、
ざ
っ
と

見
た
時
に
『
巻
五
』
を
茶
書
だ
と
信
じ

込
ま
せ
る
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
令
和
三
年
二
月
二
十
七
日
）

「『
宗
湛
日
記
』・『
天
王
寺
屋
会
記
』

に
見
え
る
天
目
台
の
使
用
」

作
山
裕
美
香

　

一
般
に
天
目
茶
碗
は
天
目
台
に
乗
せ

て
使
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
天
正
年
間
の
茶
会
記
で
あ

る
『
宗
湛
日
記
』・『
天
王
寺
屋
会
記
（
自

会
記
）』
を
み
る
と
、
相
対
的
に
例
は

少
な
い
が
、
天
目
茶
碗
が
単
体
で
、
天

目
台
を
使
用
せ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
天

正
十
五
年
一
月
三
日
の
大
阪
城
の
茶
会

で
は
、
中
臺
子
に
松
本
茄
子
が
内
赤
ノ
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盆
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
傍
ら
で
、
尼
子

天
目
が
「
臺
な
し
」
の
状
態
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　

天
目
茶
碗
と
天
目
台
は
必
ず
し
も
対

で
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
な

い
か
、と
い
う
疑
問
を
出
発
点
と
し
て
、

『
宗
湛
日
記
』・『
天
王
寺
屋
会
記
（
自

会
記
）』
の
天
目
の
記
載
の
あ
る
会
を

見
直
し
、
以
下
の
六
つ
の
項
目
に
分
け

て
現
代
に
は
見
ら
れ
な
い
用
い
方
を
ま

と
め
た
。

① 

天
目
台
無
し
で
使
用
さ
れ
る
天
目
茶

碗
② 

天
目
台
に
乗
る
茶
碗
は
天
目
茶
碗
と

は
限
ら
な
い

③
天
目
茶
碗
の
重
ね
茶
碗

④ 

天
目
茶
碗
・
天
目
台
の
使
用
後
の
所

作
・
作
法

⑤ 

天
目
台
で
茶
を
呈
さ
れ
る
客
に
は

「
も
て
な
し
の
差
」
が
あ
る

⑥
天
目
茶
碗
は
濃
茶
用
の
茶
碗
な
の
か

　

全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、「
天
目

台
と
天
目
茶
碗
」「
天
目
台
と
天
目
以

外
の
茶
碗
」「
天
目
茶
碗
の
み
」
と
い
っ

た
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
日
の
会
の
趣
向
や
微
妙
な
も

て
な
し
の
違
い
を
演
出
し
て
い
た
様
子

が
見
え
、
画
一
的
に
天
目
茶
碗
と
天
目

台
が
対
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
令
和
三
年
二
月
二
十
七
日
）

「『
南
方
録
』
に
お
け
る
師
資
相
承

の
系
譜 

─
道
元
論
著
と
卍
山
語

録
の
影
響
─
」

櫻
本
香
織

　

立
花
実
山
撰
『
南
方
録
』
に
お
け
る

師
資
相
承
の
系
譜
の
特
徴
は
、
利
休
と

紹
鷗
の
師
弟
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
以
下
の

五
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

①
実
山
と
卍
山
道
白
の
師
弟
関
係
に

つ
い
て
、『
鷹
峯
卍
山
和
尚
広
録
』で
は
、

「
竹
篦
」
を
介
し
た
心
の
交
流
と
嗣
法

の
話
が
あ
っ
た
。

　

②『
南
方
録
』の「
覚
書
」三
三
と「
滅

後
」
二
六
で
は
、
紹
鷗
と
利
休
だ
け
で

な
く
、
宗
啓
も
加
え
た
三
人
の
師
資
相

承
の
系
譜
が
見
ら
れ
た
。

　

③
実
山
の
他
の
著
作
に
お
い
て
も
、

紹
鷗
・
利
休
・
宗
啓
の
三
人
の
師
弟
関

係
の
系
譜
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。『
岐

路
弁
疑
』
で
は
、紹
鷗
と
利
休
が
「
鷗
・

休
」
と
対
で
表
現
さ
れ
、
同
書
「
牒
」

に
は
、
利
休
を
「
元
祖
」
と
し
、
か
つ

利
休
の
系
譜
を
「
正
法
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
や
言
葉
が
、
卍

山
語
録
『
宗
統
復
古
志
』
に
も
使
わ
れ

て
お
り
、
実
山
は
こ
の
筆
録
を
参
照
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

④
『
宗
統
復
古
志
』
に
あ
る
「
如
来

世
尊
正
法
」
や
「
吾
ガ
永
平
元
祖
」
と

い
う
文
言
は
、
実
山
の
著
作
に
見
ら
れ

る
「
正
法
」
や
「
元
祖
」
と
近
似
し
て

い
る
。
ま
た
、『
宗
統
復
古
志
』
で
は
、

「
大
陽
・
投
子
」「
天
童
・
永
平
」
と
い

う
禅
宗
に
お
け
る
師
弟
の
関
係
が
対
で

表
現
さ
れ
て
お
り
、『
岐
路
弁
疑
』
に

見
え
る
「
鷗
・
休
」
と
い
う
対
の
表
現

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑤
『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
に
あ

る
「
初
祖
摩
訶
迦
葉
悟
二
於
釈
迦
牟
尼

仏
一
、
釈
迦
牟
尼
仏
悟
二
迦
葉
仏
一
」
と

い
う
三
人
の
師
弟
関
係
の
系
譜
が
、『
南

方
録
』
に
お
け
る
紹
鷗
・
利
休
・
宗
啓

の
三
人
の
師
資
相
承
の
系
譜
に
対
応
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。
一
方
、『
正
法

眼
蔵
』「
面
授
」
に
は
、「
阿
難
尊
者
こ

の
面
授
を
住
持
し
て
、
商
那
和
修
を
接

し
て
面
授
す
」
な
ど
と
あ
り
、
阿
難
尊

者
と
商
那
和
修
に
見
ら
れ
る
師
弟
の
関

係
性
が
、
紹
鷗
と
利
休
の
師
弟
関
係
が

強
調
さ
れ
る
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
と

明
ら
か
に
し
た
。

（
令
和
三
年
六
月
二
十
七
日
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺
　

そ
の
一
　
─
渋
沢
栄
一
の
旧
飛
鳥

山
邸
茶
室
に
つ
い
て
─
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

　

明
治
初
期
の
茶
の
湯
ブ
ー
ム
を
作

り
、
多
く
の
財
界
人
達
を
茶
に
引
き
入

れ
た
益
田
克
徳
の
資
料
は
『
益
田
克
徳

翁
伝
』
と
高
橋
箒
庵
の
「
回
想
」
に
し

か
な
い
の
で
今
ま
で
検
証
が
さ
れ
て
来

な
か
っ
た
。
今
回
、
克
徳
の
茶
の
姿
を

明
ら
か
に
す
る
為
に
渋
沢
栄
一
の
旧
飛

鳥
山
邸
茶
室
を
取
り
上
げ
て
、
克
徳
が

関
わ
っ
た
状
況
証
拠
と
茶
室
の
写
真
と
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平
面
図
を
集
め
た
。
客
観
的
な
資
料
は

清
水
組
編『
曖
依
村
荘
写
真
帳
』に「
委

員　

益
田
克
徳
君
」
と
あ
る
の
と
、
渋

沢
の
長
女
歌
子
が
日
記
に
「
益
田
氏
」

と
書
き
克
徳
と
読
み
取
れ
る
二
ヵ
所
で

あ
る
。
渋
沢
の
発
言
と
し
て
「
今
の
飛

鳥
山
の
庭
を
造
っ
た
時
、
益
田
克
徳
や

柏
木
貨
一
郎
の
二
人
が
庭
を
お
造
り
に

な
っ
た
ら
是
非
茶
室
を
お
建
て
な
さ

い
、
と
薦
め
て
茶
室
を
造
っ
た
。」
と

の
記
述
を
参
考
に
す
れ
ば
、
克
徳
が
茶

室
と
茶
庭
を
計
画
し
て
柏
木
が
設
計
施

工
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
明

治
三
十
二
年
六
月
二
十
七
日
に
徳
川
慶

喜
と
井
上
馨
を
招
い
て
新
築
茶
室
で
茶

事
を
催
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
渋
沢

の
趣
味
や
社
交
の
為
の
茶
室
で
は
な
く

当
時
、
渋
沢
が
慶
喜
の
名
誉
回
復
を

願
っ
て
、
頑
な
に
恭
順
を
貫
い
て
い
た

慶
喜
自
身
の
気
持
ち
を
好
転
さ
せ
る
為

に
、
克
徳
が
秘
密
裏
に
計
画
し
た
「
将

軍
様
を
招
く
」
即
ち
「
御
成
り
」
の
為

の
新
築
茶
室
で
あ
っ
た
、
と
結
論
付
け

る
。
そ
の
為
と
考
え
ら
れ
る
多
々
の
工

夫
も
発
見
で
き
た
。
渋
沢
も
後
年
、「
あ

の
茶
席
は
、
あ
れ
で
仲
々
値
打
ち
が
あ

る
。
徳
川
家
を
公
爵
に
し
た
の
も
、
謂

わ
ば
あ
の
茶
室
だ
か
ら
ネ
。」
と
茶
室

に
つ
い
て
唯
一
そ
の
価
値
を
語
っ
て
い

る
。
現
在
こ
の
「
御
成
り
の
茶
室
」
の

貴
重
な
遺
構
が
幸
い
に
も
現
地
に
残
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
々
に
土

に
埋
ま
り
か
け
て
い
る
の
は
誠
に
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。

（
令
和
三
年
六
月
二
十
七
日
）

「『
北
条
五
代
記
』
に
見
る
『
山
上

宗
二
記
』
の
情
報
に
つ
い
て
」

梯
弘
人

　

軍
記
物
語
で
あ
る
『
北
条
五
代
記
』

に
お
い
て
、茶
書
と
し
て
知
ら
れ
る『
山

上
宗
二
記
』
に
取
材
し
た
逸
話
が
「
松

尾
の
茶
入
付
山
上
宗
二
事
」
と
し
て
所

収
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
本
報
告
で
は
、

『
北
条
五
代
記
』
に
収
録
さ
れ
る
逸
話

を
も
っ
て
『
山
上
宗
二
記
』
中
の
記
事

情
報
の
伝
播
、近
世
初
頭
に
お
け
る『
山

上
宗
二
記
』
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

　
『
北
条
五
代
記
』
の
逸
話
の
記
述
と

『
山
上
宗
二
記
』
に
記
述
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、『
北
条
五
代
記
』
は
『
山
上

宗
二
記
』
の
い
く
つ
か
の
部
分
を
抽
出

し
て
編
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
『
山
上
宗
二
記
』
の
内

容
を
取
り
違
え
て
記
し
て
い
る
箇
所
や

事
実
誤
認
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
存
在
し

た
。
こ
の
よ
う
な
記
述
の
状
況
か
ら
、

こ
の
『
北
条
五
代
記
』
の
逸
話
が
高
価

な
茶
道
具
を
追
い
求
め
る
人
々
へ
の
批

判
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、『
山
上
宗
二
記
』
の
写
本
の

系
統
の
う
ち
、『
北
条
五
代
記
』
が
ど

の
系
統
に
つ
な
が
る
か
を
確
認
し
た
。

『
北
条
五
代
記
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
「
目
明
（
め
き
き
）」
の
用
例
に
着

目
し
比
較
検
討
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

北
条
氏
の
家
臣
で
あ
る
板
部
岡
江
雪
斎

宛
の
写
本
の
系
統
の
み
「
目
明
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
他
の
系
統
の
写
本
に
は

「
目
聞
」と
記
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

『
北
条
五
代
記
』
作
者
の
三
浦
浄
心
は
、

板
部
岡
江
雪
斎
に
宛
て
ら
れ
た
『
山
上

宗
二
記
』、
も
く
し
は
そ
の
系
統
の
写

本
を
見
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

東
海
例
会

（
令
和
三
年
六
月
十
九
日
）

「
昭
和
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
後
藤
幸
三
」

後
藤
さ
ち
子

　

昭
和
五
十
三
年
に
名
古
屋
に
開
館
し

た
昭
和
美
術
館
は
、
設
立
者
で
あ
る
後

藤
幸
三
（
一
八
八
一
～
一
九
七
七
年
）

が
妻
と
父
の
三
人
で
収
集
し
た
、
日
本

の
書
画
作
品
と
茶
道
具
を
中
心
と
し
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
公
開
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
主
に
大
正
後
期
か
ら
昭
和

十
年
代
に
行
わ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収

集
の
背
景
や
特
徴
を
幸
三
の
大
正
期
の

日
記
や
幸
三
夫
妻
が
住
ま
い
と
し
た

「
南
山
寿
荘
」で
の
茶
会
記
な
ど
を
使
っ

て
紹
介
し
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
に
は
、
売
立
が

盛
ん
に
開
か
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ

と
、名
古
屋
の
み
な
ら
ず
、東
京
・
大
阪
・

京
都
・
金
沢
と
い
っ
た
都
市
で
の
売
立
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に
積
極
的
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
、
信
頼

す
る
道
具
商
と
の
繋
が
り
と
い
っ
た
要

因
が
寄
与
し
て
い
る
。
幸
三
は
生
涯
趣

味
と
し
た
和
歌
に
関
し
質
の
高
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
収
集
し
、
夫
妻
共
通
の
趣

味
と
し
て
楽
し
ん
だ
茶
の
湯
に
使
う
道

具
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
結
婚
前
か
ら

茶
の
湯
に
親
し
ん
で
い
た
妻
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
た
。
書
画
に
つ
い
て
は
幸

三
の
父
安
太
郎
の
趣
味
を
反
映
し
て
い

る
。

　

茶
会
記
か
ら
は
、
幸
三
が
昭
和
十
年

代
か
ら
妻
が
没
す
る
ま
で
の
二
十
年
間

に
親
族
や
幸
三
の
仕
事
関
係
者
の
ほ

か
、
名
古
屋
の
実
業
界
の
数
寄
者
、
茶

道
家
元
を
も
招
い
た
茶
会
を
催
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
殆
ど

の
茶
会
で
は
、
妻
が
点
前
を
し
て
夫
婦

揃
っ
て
来
客
を
も
て
な
し
て
い
る
の
が

大
き
な
特
色
で
あ
る
。

　

ま
た
、
何
点
か
の
茶
道
具
や
「
南
山

寿
荘
」
を
つ
な
が
り
の
あ
る
実
業
家
か

ら
直
接
譲
り
受
け
た
り
す
る
な
ど
、
実

業
界
の
付
き
合
い
が
趣
味
の
茶
の
湯
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
関
係
し
て
い
た
様

子
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

金
沢
例
会

（
令
和
三
年
五
月
二
日
） 

「
存
在
し
な
い
名
物
漆
器
」

福
島
　
修

　

伝
世
し
た
貴
重
な
名
物
道
具
の
数
々

は
、
素
材
や
技
法
、
文
様
の
細
部
に
い

た
る
ま
で
豊
富
な
情
報
を
提
供
す
る
。

こ
れ
ら
の
モ
ノ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
わ

れ
わ
れ
は
在
り
し
日
の
茶
の
湯
を
具
体

的
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
方

で
多
数
の
名
物
は
伝
世
の
過
程
で
消
失

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
考
え
あ
わ
せ
な

け
れ
ば
一
時
期
の
名
物
観
を
十
全
に
把

握
し
た
と
は
言
い
に
く
い
。
そ
れ
ら
は

存
在
し
な
い
か
ら
こ
そ
誤
解
も
生
じ
や

す
く
、
わ
ず
か
な
誤
解
が
史
料
の
情
報

を
歪
ま
せ
る
危
険
も
は
ら
ん
で
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
と
く
に
茶
会
記
や
名

物
記
に
登
場
す
る
漆
器
の
例
を
い
く
つ

か
取
り
上
げ
、
主
に
三
つ
の
視
座
か
ら

「
存
在
し
な
い
名
物
漆
器
」
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
一
つ
は
「
模
古
作
」
で
あ

る
。
模
古
作
と
は
、
時
代
は
下
る
も
の

の
過
去
の
名
品
の
技
法
・
様
式
を
模
し

た
作
品
の
こ
と
で
、
そ
の
制
作
背
景
に

よ
っ
て
質
の
良
否
は
あ
る
も
の
の
、
忠

実
な
模
古
作
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
姿
を
知

る
た
め
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
る
。
二

つ
目
は
、
名
物
と
し
て
知
ら
れ
た
作
品

名
が
、
後
世
に
別
の
も
の
と
誤
解
さ
れ

た
「
意
味
の
変
化
」
の
事
例
を
紹
介
し

た
。
た
と
え
ば
外
側
面
が
彫
漆
で
内
面

を
無
文
に
改
造
し
た
唐
物
盆「
内
赤
盆
」

は
、『
茶
道
筌
蹄
』
な
ど
に
お
い
て
内

朱
外
青
漆
の
「
若
狭
盆
」
と
混
同
さ
れ

て
い
る
。
三
つ
目
は
根
本
的
に
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
例
と
は
異
な
り
、
た
と
え

ば
『
南
方
録
』
に
登
場
す
る
名
物
な
ど
、

記
録
が
複
数
の
信
頼
で
き
る
史
料
に
見

ら
れ
ず
、
実
在
自
体
に
疑
問
が
残
る
作

品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
が
「
空

想
の
名
物
」
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
史
実

上
の
名
物
観
を
示
す
一
要
素
と
し
て
捉

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
る
時
期

に
お
け
る
名
物
観
か
ら
生
ま
れ
た
表
象

と
し
て
興
味
深
い
材
料
を
含
む
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
会
の
ご
案
内

※ 

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会
　

令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺
―
そ
の

二
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
樂
長
入
の
創
意
に
つ
い
て
」

今
井
敦

令
和
三
年
十
二
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
備
前
焼
の
皿
・
鉢
」

下
村
奈
穂
子

「
十
八
世
紀
茶
の
湯
か
ら
み
た
武
家
の

人
的
交
流
」
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谷
村
玲
子

令
和
四
年
年
三
月
十
三
日
（
日
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
押
入
・
押
入
床
に
つ
い
て
（
仮
）」

山
岸
多
加
乃

「
渡
辺
又
日
庵
と
そ
の
周
辺
の
茶
の
湯
」

水
野
荘
平

東
海
例
会

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

午
後
二
時
～
三
時
半
（
開
場
午
後
一
時

半
～
）

会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室

「
釜
の
話
」

加
藤
忠
三
郎

北
陸
例
会

令
和
四
年
三
月
十
二
日
（
土
）

「
未　

定
」

高
知
例
会

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
七
章
輪
読

　
茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

四
名

会
費　

五
千
円
（
参
会
希
望
者
は
予
め

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
）

令
和
四
年
二
月
六
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室高
知
支
部
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画

新
刊
案
内

『
茶
の
湯
の
ト
リ
ビ
ア
』

中
村
幸
著　

淡
交
社　

定
価
一
、
三
二
○
円

『
茶
会
記
を
読
み
解
く�

茶
人
の
工
夫
と

茶
会
の
変
遷
』

神
津
朝
夫
著　

淡
交
社　

定
価
一
、
八
七
○
円

『
石
州
流
生
花
三
百
ケ
條
』

石
州
流
茶
道
茶
書
研
究
会
編　

マ
イ
ン
ド　

定
価
四
、
四
○
○
円

『
元
伯
宗
旦�

侘
び
茶
の
復
興
』

生
形
貴
重
著　

河
原
書
店　

定
価
一
、
九
八
○
円

『
目
利
き
─
谷
松
屋
八
代
戸
田
露
吟
覚

書
─
』

木
津
宗
詮
著　

河
原
書
店　

定
価
三
、
三
〇
〇
円

徳
留
大
輔
責
任
編
集『
唐
物
茶
碗
』（『
茶

の
湯
の
茶
碗
』
第
一
巻
）　

淡
交
社　

定
価
六
、
九
三
〇
円

お
詫
び
と
訂
正

　

総
会
（
書
面
会
議
）
資
料
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
本
会
報
に
て
訂
正
、
掲
載
い
た

し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊ 

第
四
号
議
案　

令
和
三
年
予
算
案
の

件

　
　

 

収
入
の
部
の
前
期
期
繰
越
金
の
金

額
に
誤
記
が
あ
り
、
収
入
の
部
の

前
期
繰
越
金
と
合
計
、
支
出
の
部

の
次
期
繰
越
と
合
計
を
訂
正
し
ま

し
た
。『
茶
の
湯
文
化
学
』
第
三

十
六
号
に
掲
載
。

＊
第
五
号
議
案　

役
員
選
出
の
件

　
　

 

幹
事
退
任
は
、
松
本
康
隆
氏
一
名

の
み
で
し
た
。

※  

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。


